
水産研究・教育機構 研究開発情報 ISSN 1881-705X 
 

 F R A  S a l m o n i d  R e s e a r c h  R e p o r t 

  

情報  第 18号 
     2024年 3月  

■ 側線の点々を延々と数えてみる 

■ サケ稚魚の成長速度とエネルギー配分量に及ぼす海水温と餌量の影響 

■ ふ化放流事業に用いる小道具の製作アイデア紹介 

■ 北西太平洋さけます分布調査航海乗船記 

■ さけの遡上
か え

る川-4 遊楽部川（北海道） 

ほか 
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 mini column 
世界自然遺産に認定されている北海道の知床半

島には，数多くの河川が流れていますが，どれも流

程が短い小河川です。普通の河川では山奥の最上

流部でしか見られない，傾斜が急で，澄んだ水が強

く流れる｢渓流｣の光景が，知床の川では河口付近

まで続いています。 
そんな知床の河川には，イワナの仲間である｢オ

ショロコマ｣が多く生息しています（右写真赤丸

部）。オショロコマはサケ科魚類の中でも最も冷た

い水を好むため、道内では川の上流部に生息するこ

とが多いのですが、知床では河口付近でもみられま

す。海から遡上したサケとのコラボレーションは一

風変わった知床ならではの光景です。 
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